
冨留出神社およつ沖事の御案内

(京都府登録 無形民俗え化財)

およつ神事は、寛存年ヤ (千安時代ヤ頃)稲作の内年がしきりに続いたので
国史藤原径教

"が
五穀豊穣の祈願所とため、霜月15日 に3本の御神人を神前

にかかげ、豊内をとったことに始まります。

民子役員二名が神職から御神人を掟かり、神前に向かって若から子生 (わせ)
ヤ生 (な かて)免生 (お くて)の 3本の人松明 (お おたいまつ)に

'11頁

次点人し
ます。この人松明が次第に燃え上がる頃、人に魅せられると共に荘厳さと神私
さが社一体に漂います。

ある1本の人松明の人が激 しく揺れ動 く
とき、あたかも稲の開花期に向かって、台風
の製未を想わせます。

また化の人松明根元逍 くの縄巻き部に人
が延 り、完全に燃えず崩れ落ちる様子は、稲
の基が病虫害に逍って倒れるのに似ており
ます。

他にレLべ ,l頂調な燃、え方であったとき、決まって翌年の作付け品種に、高楓穫
が約来されるでしょう。

稲作作 り百八十日の普労と豊穣の願いを、値か二十分程の神事に縮めえへの

信仲がここにためられています。

ほんのひと時、ごゆっくりとご覧くださいませ。

と き  千茂 28年 11月 13日 (日 )午前 11時 30分 より

冨留LL材■社 ダィャモンド雛 前 (JA恙楽跡地)
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